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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
今
年
も
た
く
さ
ん
皆
さ

ん
と
交
流
を
し
た
い
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

 

さ
て
、
今
月
も
ア
メ
リ
カ
と
日

本
の
違
い
に
つ
い
て
、
少
し
お
話
し

ま
す
。
私
は
２
０
１
０
年
に
最
初
に

日
本
に
来
た
と
き
に
、
人
生
で
初
め

て「
外
国
人
」
と
な
り
、
不
思
議
な

感
じ
で
し
た
。
同
時
に
怖
い
な
が
ら

も
楽
し
み
で
わ
く
わ
く
で
し
た
。
来

た
こ
ろ
か
ら
周
り
の
日
本
人
か
ら
興

味
を
持
た
れ
た
り
、
ち
や
ほ
や
さ

れ
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
日
本
だ
け
で
経
験
で

き
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
？　

私
の
国

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
場
合
は
も
と
も

と
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
の
で

す
が
、
植
民
地
時
代
で
も
民
族
の
多

様
性
は
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
フ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
人
も
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
時
か
ら

現
代
に
至
る
ま
で
世
界
の
各
国
か
ら

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

年
金

受章おめでとう
ございます

新
成
人
の
み
な
さ
ん
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◎
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が
納
め

る
保
険
料
で
高
齢
者
の
方
の
年
金
を
負
担

す
る
と
い
う「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」

が
基
本
で
す
。
国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金

に
加
入
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

　危険性の高い業務に就き、長年にわたって社会に
貢献された方に贈られる「危険業務従事者叙勲」を
串間市から２名の方が受章されました。

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す
（
老
齢
基
礎
年
金
）

②�

病
気
や
け
が
で
障
が
い
の
状
態
に
な
っ

た
と
き
に
支
え
ま
す（
障
害
基
礎
年
金
）

③�

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ

る
配
偶
者
、
子
を
支
え
ま
す
（
遺
族
基

礎
年
金
）

◎�

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」

　

収
入
等
が
な
く
保
険
料
の
支
払
が
困

難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

（
学
生
の
み
）、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度｣

（
30
歳
未
満
）
な
ど
の
保
険
料
納
付
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
！

　

平
成
26
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、
国
民

年
金
等
の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
を
受
け
と
ら
れ
た
方
に
、『
平

成
26
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』

が
日
本
年
金
機
構
よ
り
１
月
下
旬
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
等
の

添
付
書
類
と
し
て
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
万
一

紛
失
さ
れ
た
場
合
や
未
着
の
お
問
い
合
わ

せ
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０

－

05

－

１
１
６
５
）」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※�

た
だ
し
、
障
害
年
金
、
寡
婦
年
金
、
遺

族
年
金
は
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
（
非
課
税
）
源
泉
徴
収

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

　

都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

第23回危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章（防衛功労）

岡
お か

山
や ま

 武
た け

志
し

さん（元１等海尉）
　昭和47年 3月に海上自衛隊に入隊以来、35
年間の長きにわたり、主に船舶のエンジン整備
業務に従事され、機関長としてテロ対策や災害
派遣など国民の安全と国土の保全・防衛のため
ご尽力されました。

第23回危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章（防衛功労）

森
も り

田
た

 　毅
たけし

さん（元准空尉）
　昭和41年６月に航空自衛隊に入隊以来、34年
間の長きにわたり、主に通信電子隊で無線・レー
ダー整備関係業務に従事され、常におう盛な責
任感をもって積極的に職務を遂行されました。

常に国防の最前線で勤務、精励し
た結果がこのような形で受章につ
ながったのだと思います。これも
ひとえに上司、同僚、近隣の皆さ
ま、同級生のおかげであり、感謝
いたしたいと思います。

この章を受章できたのは、良き先
輩や同僚に恵まれ、ご支援・ご指
導していただいた皆さまのおかげ
です。また、34 年間支えてくれた
家族にも感謝しております。今後も
精進を重ねていきたいと思います。

移
民
が
大
量
に
来
た
の
で
、
ア
メ
リ

カ
に
は
数
々
の
人
種
や
文
化
が
混
ざ

り
合
っ
て
共
存
し
て
い
ま
す
。
少
し

田
舎
の
と
こ
ろ
で
外
国
人
を
見
か
け

て
も
そ
ん
な
に
珍
し
く
な
い
し
、
多

く
の
場
合
は
外
国
人
で
は
な
く
て
実

は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
な

の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の

人
口
の
９
割
以
上
が
日
本
人
で
、
外

国
人
が
少
し
都
会
の
と
こ
ろ
に
行
っ

て
も
不
思
議
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
わ

け
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
ど
の
国
で
も

環
境
に
よ
っ
て
同
じ
現
象
は
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
私
が
ア
メ
リ
カ
で

大
学
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
で
も
、
外

国
人
と
触
れ
合
う
の
が
大
好
き
な
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

 

も
ち
ろ
ん
ど
の
国
も
外
国
人
と
の 

良
い
接
し
方
が
わ
か
ら
な
い
人
は
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
外
国
人
が
比
較

的
少
な
い
日
本
に
は
特
に
た
く
さ
ん

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の

で
国
際
交
流
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
英
会
話
教
室
で
も
、
図
書
館
で

も
、
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
ぜ
ひ
交
流
し

ま
し
ょ
う
。

留学のときの私

目を見張るような
eye-opening

日本に来るのが目を見張るような経験でした。
Coming to Japan was eye-opening.

祝
[Congratulations]
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

しょっぱい夕陽（神田�茜）
注文の多い美術館（門井�慶喜）
中尉（古処�誠二）
暗黒寓話集（島田�雅彦）
ニルヤの島（柴田�勝家）
ＴＡＴＳＵＭＡＫＩ（曽根�圭介）
通り魔（岳本�野ばら）
誤断（堂場�瞬一）
探偵少女アリサの事件簿（東川�篤哉）

花野に眠る（森谷�明子）
逢魔（唯川�恵）
夜の木の下で（湯本�香樹実）
赤穂バイパス線の死角（西村�京太郎）
マル暴甘糟（今野�敏）
晩鐘（佐藤�愛子）
ルール（堂場�瞬一）
図書館奇譚（村上�春樹）
汝（きみ）薫るが如し（門田�泰明）

図書館に来まし
た

おせち料理、たこあげ、七草がゆ…。
日本のお正月は全てに「開運の願い」
がこもっています。縁起の良いことが
満載の、読んでいっしょにやってみた
くなる絵本。

維新以降、清水で地元の名士となった
次郎長。養女となったけんが大人にな
る前に出会った西洋医との関係が深ま
るにつれて、やがて…。著者自らのルー
ツをさかのぼる、町の物語、恋の物語。

『日本経済新聞』連載を単行本化。

毎月テーマを決めて医療コーナーで紹
介をしていますが、今回は『今月のテー
マ』としてさまざまな病気についての
図書を紹介します。闘病記もあわせて
展示しますのでぜひ手に取ってご覧く
ださい。

「
医
療
特
集
」

「
波
止
場
浪
漫
　
上
・
下
」

　
諸
田
　
玲
子
／
著

「
開
運
え
ほ
ん
」

　
か
ん
べ
　
あ
や
こ
／
作

図書委員として図書の貸し出しチェックや本

をきれいにしたりしています。楽しくがんばっ

ています。

秋山小図書委員のみなさん

山下 智
とも

子
こ

さん（５年生）

山下 隼
しゅん

佑
すけ

くん（６年生）

小野 愛
まな

美
み

さん（５年生）


